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ど多種多様な生理活性を有する。血中の NO 濃度は 3 nM 程度と微量で、生理的条件下における半減期は
数秒と非常に短い。したがって、生体内で必要とされる場所での NOの供給は、S-ニトロソアルブミンを





















ン酸化が亢進しており、スカベンジャーレセプター系を介して取り込まれる USPIO よりも FDG を蓄積し
やすいことが明らかになった。これらの知見は、心血管イベント発症を予測する炎症性マクロファージ







               審   査   の   要   旨 
 
本学位論文は、S-ニトロソチオールであるS-ニトロソシステインが、NOを必要とする場所でNOを供与
するNOリザーバーとして有効に機能することを反応速度論的に明らかにした。NOよりも代謝的に安定なS
-ニトロソシステインが、生体内におけるNO研究に有用であることを示し、NOの細胞生理学的機能の解明
に大きな貢献をする優れた研究である。また、動脈硬化病変であるプラーク内の炎症性M1マクロファー
ジを検出するプローブとしては、USPIOよりもFDGが優れていることを細胞生物学的に示した。FDGが動脈
硬化の医学的診断ツールとして有効であることを示した本論文は、応用面にも大きく貢献する画期的な
論文である。審査ではこれらの知見の生物学的意義について質疑が行われた。里見氏は、論理的に議論
を進め、適切に回答した。その結果、本学位論文が学術的に優れた内容であること、里見氏が博士（生
物科学）の資格を十分有することが確認された。 
 
 
平成２７年２月２日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終
試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査
委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（生物科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
